
農村工学技術研修の開催 

技術移転部 技術研修室 

７月は以下の４つの研修を実施しました。 

研修コース 研修期間 参加人数 参加機関 

1 基礎技術Ａ 6/ 5(水)－8/ 2(金) 16 国、県 

2 ダム機能保全 7/ 3(水)－7/12(金) 12 国、道県 

3 施設保全管理Ⅰ．基礎 7/22(月)－7/26(金) 24 
国、県、水機構、水土里

ネット

4 農村振興係長Ａ 7/29(月)－8/ 2(金) 17 国、農研機構 

１．農村工学基礎技術Ａ研修 

本研修の対象者は、高卒程度で採用され、入省ないし入庁２～３年目程度の若い職員を対象と

しています。研修内容は水理学、測量、土質力学、構造力学などの講義、演習、実験などの基礎技

術の習得です。研修期間は２ヶ月間という当部門の中で最も長い研修です（かつては半年行って

いました）。２ヶ月も一緒に研修を受けていると研修生の間に一体感が生まれ、課題検討や実習な

どの研修時だけでなく、日々の生活面でも何かと一緒に行動したり助け合ったりしてきます。最

近の「個」の生活の中でこのような共同生活を送るというのは新鮮だったのではないかと思われ

ます。研修の終わる頃には研修生からもっと研修を受けていたいという声が聞かれました。 

なお、10 月からは大卒程度を対象とした２ヶ月間の基礎技術 B 研修を開催します。 

水理実習 コンクリート実習
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２．農村工学専門技術研修（ダム機能保全） 
研修内容は、１週目（３日間）でダムの調査・設計・施工などの基礎的内容を学び、２週目にダ

ム機能診断、耐震性能照査等の専門的な講義を行ったほか、農工研近傍の御前山ダム（フィルダ

ム）と菅又ダム（コンクリートダム）で現地実習を行いました。現地実習日は曇天で暑くなく、

いずれのダムも監査廊の中を歩いて見て回りました。研修生の中にはダムの管理や施工の経験者

もいて、難しい質問も多く出されました。本研修は当部門の施設構造ユニットが中心となって行

ったほか、基礎的内容の講義では外部講師の協力も得て進めました。最終日には研修生による現

地実習等の取りまとめ討議、意見交換を行いました。 

 

  
事業所職員による概要説明 監査廊の状況確認 

 

  
ダム天端の状況確認 堤体下流部の表面状況確認 
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３．農村工学専門技術研修（施設保全管理Ⅰ．基礎） 

研修内容は、農業用施設の耐久性照査、コンクリート構造物の保全管理、ため池の機能診断な

どの講義、また実習としてコンクリート構造物の構造機能診断を行いました。研修は当部門の施

設保全ユニットが中心に行ったほか、大学の先生も招き全般的・歴史的な観点からの講義も行わ

れました。最終日には研修生による個別課題の研修発表を行いました。 

なお、この施設保全管理研修は昨年度まで２週間の連続した一つの研修でした。研修生から２

週間は長くて参加しづらいという意見を踏まえ、今年は１週ずつ「基礎」・「応用」の２回の研修

に分けたところ、例年 20 名弱の参加人数が、今年は「基礎」だけで 20 名を超え、「応用」も十数

名の見込みとなっています。 

 

  
自然電位法による鋼材腐食診断 デジタル画像によるひび割れ調査 

 

  
中性化深さの測定 個別課題研究発表会 
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４．農村工学中堅技術研修（農村振興係長Ａ） 

研修内容は、今年は講義では ICT農業技術、防災、施設保全管理の内容に重点を置いて行いま

した。また、研修生が今後の農業農村整備に関する企画立案業務に生かされるよう、今年は当部

門の施設を数多く見学したほか、ICT 設置圃場の見学、他機関の訪問も初めて組み入れました。

このように色々なメニューを入れましたが、皮肉にも今年の夏はそれまで曇天続きだったのが研

修初日頃に梅雨明けとなり、施設見学や他機関訪問が大変暑い中行われることになって、来年の

改善点として挙げられました（どうも済みませんでした）。最終日には各事業（務）所における課

題と対応レポートについて研修生から発表してもらいました。 

 

  
圃場水管理システムの水田での利用状況の確認 農工研実験棟において iDAS模型の見学 
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